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平成 30 年 第１回 定 例・臨 時 委 員 会  議 事 録 

委   員   会   日   程 会     場 

開会日時 平成 30 年１月 29 日 午前・後 3 時 30 分 佐渡市役所  

畑野行政サービスセンタ

ー 

４階 大会議室 

閉会日時 平成 30 年１月 29 日 午前・後 4 時 12 分 

延会日時 平成  年 月   日  午前・後   時  分 

出  席  者 欠  席  委  員 会 議 録 署 名 委 員 

教育長  渡邉 尚人  佐藤 辰夫 

1 番委員 佐藤 辰夫  仲川 正道 

2 番委員 仲川 正道   

3 番委員 中村 友子   

4 番委員 信田 恵子   

議 案 説 明 の た め 出 席 し た 職 員 

学校教育課 

課長     吉田   泉 

管理主事   山田 裕之 

課長補佐   伊藤 賢治         

総務係主任  佐藤 若菜 

社会教育課 

課長     越前 範行 

ジオパーク推進室長 斎藤 辰弥 

 

 

傍 聴 人 有・無 有 の 場 合、別 紙 の と お り 

報 

告

の

要

旨 

 「議事の概要」のとおり 
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会 議 で 行 っ た 選 挙 の 結 果 

なし 

会 議 に 付 議 し た 事 件 の 題 目 

議案第１号  佐渡市教育委員会職員の分限処分に係る専決処理について 

議案第２号 佐渡市教育委員会職員の分限処分について 

 

報告事項  

１ 学校の諸問題について 

２ 日本ジオパーク委員会審査結果報告書について 

 

 

＜その他＞  

次回定例会の開催日等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採決の結果及び可否の数を計算したときは、その数 

 なし 

  

請願、陳情 有・無  有の場合、別紙のとおり 

  その他必要と認めた事項 

 特になし 
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 【議事の概要】 

 ◎本定例教育委員会は、午後３時 30 分から開催した。 

・渡邉教育長 ・ ただいまから平成 30 年第１回佐渡市教育委員会定例会を開催いたします。

・ 初めに、日程第１、「議事録署名委員の指名について」ですが、本日の署

名委員は佐渡市教育委員会会議規則第 18 条の規定により、佐藤委員と仲川

委員の２名を指名いたしますので、よろしくお願いいたします。 

・ 日程第２、議案第１号「佐渡市教育委員会職員の分限処分に係る専決処理

について」を議題といたします。 

・ 議案第１号については、人事に関する内容ですので、佐渡市教育委員会会

議規則第７条の規定により、秘密会といたしたいので、これに賛成の方は挙

手をお願いします。 

・委員全員 ・ 挙手 

・渡邉教育長 ・ それでは、議案第１号を秘密会といたします。 

 ・ 【秘密会】 

・ 【議案第１号「佐渡市教育委員会職員の分限処分に係る専決処理について」

は原案どおり承認された。】 

・渡邉教育長 ・ 次に、日程第３、議案第２号「佐渡市教育委員会職員の分限処分について」

を議題といたします。 

・ 議案第２号についても人事に関する内容ですので、佐渡市教育委員会会議

規則第７条の規定により、秘密会としたいので、これに賛成の方は挙手をお

願いします。 

・委員全員 ・ 挙手 

・渡邉教育長 ・ それでは、議案第２号を秘密会といたします。 

 ・ 【秘密会】 

・ 【議案第２号「佐渡市教育委員会職員の分限処分について」は原案どおり

可決された。】 

・渡邉教育長 ・ 次に、日程第４、「報告事項１、学校の諸問題について」です。 

・ 報告事項１は、児童生徒の個人情報に関する内容ですので、佐渡市教育委

員会会議規則第７条の規定により、秘密会としたいので、これに賛成の方は

挙手をお願いします。 

・委員全員 ・ 挙手 

・渡邉教育長 ・ それでは、報告事項１を秘密会といたします。 

 ・ 【秘密会】 

・渡邉教育長 ・ では次に、報告事項２です。社会教育課長、お願いします。 

・越前社会教

育課長 

・ 2018 年１月 24 日に、日本ジオパーク委員会の委員長から佐渡ジオパーク

推進協議会会長、三浦市長が会長となっておりますので、市長宛てに、第 3

2 回の日本ジオパーク委員会審査結果報告書が提出されました。これは、昨

年の 11 月 11、12 日に佐渡ジオパークの再認定審査が当市でありまして、そ

れを踏まえた結果報告ということです。 

・ これにつきましては、2017 年 12 月 22 日に行われた第 32 回の日本ジオパ
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ーク委員会において、貴地域は日本ジオパークに条件付きの再認定になりま

したという報告です。 

・ 総評です。ここは、佐渡が取り組んできた優れている点というところをま

とめてあります。これらの教育、それから普及活動の展開ということで、い

ろいろな地域住民を巻き込んだジオサイトのアクセス路の整備とか、それか

らジオツアーをきっかけに生まれた地域間の新しいつながりと交流の増加、

それから地元の食材を生かしたジオ弁当やジオパスタなど、地域住民による

新たな商品開発も始まっているということで、ボトムアップの機運が見られ

ます。それから佐渡島の魅力を伝えるジオパークガイドの育成と組織化も進

んでいるということが、優れている点とされました。 

・ その一方で、ジオパーク、それから世界文化遺産の登録への取組、世界農

業遺産が、それぞれどのような目的を有し、どのような類似点、それから相

違点があるかということを関係者間で整理されていないということが書か

れてあります。そのこともありまして、現在は世界文化遺産の登録に偏った

情報発信が行われているということで、なかなか佐渡島が佐渡ジオパークに

認定されていることが訪問者にわかりにくいという指摘をいただいており

ます。 

・ それから、協議会全体の動きが活発ではなく、今の佐渡ジオパークの活動

は、実質的に協議会事務局がその多くを担っている状況であり、持続的とは

言えないということも書かれてあります。 

・ それから、４年前の認定時に指摘のあった看板や冊子類の内容の改善やジ

オパークを含む既存の３つの取組を包括したジオストーリーの再構築、そし

てそのジオストーリーを体験するために必要となる拠点施設の整備に対す

る対応も不十分であるということで、したがって佐渡ジオパークを条件付き

の再認定としますということです。 

・ 今後２年間で、ジオパーク活動にかかわる組織、団体が当事者意識をもち、

佐渡島に合ったやり方で、ジオパーク活動を地域に広めていってほしいとい

うものです。 

・ それで、優れている点が大きく４つあります。ご確認いただきたいと思い

ます。今後、緊急に解決すべき課題ということで、おおむね１年以内という

ものが５つ出ております。それから、今後２年間で解決すべき課題というも

のが、裏の方を見ると、４つ出ています。 

・齋藤ジオパ

ーク推進室長 

・ それでは、特に課題の方でご説明させていただきます。 

・ 緊急に解決すべき課題、おおむね１年以内ということで、総評にもありま

したが、いわゆる３資産の類似点と相違点の理解ということで、この３つの

プログラムに関わる関係者が、類似点、相違点を認識した上で、それぞれの

関わりの明確化に取り組んでもらいたいというものです。 

・ それから、２つ目として、サイトの再選定ということで、今我々の方で従

来より 237 の地点をジオポイントということで整理してありますが、これら

の中から、地質、自然、文化サイトに分類をして、佐渡ジオパークとしての
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サイトを再設定することです。こちらの方は、サイトを再設定しませんと、

看板やパンフレット、あらゆる情報媒体にも影響を及ぼすというところで、

こちらは近々な対応が必要だというところです。 

・ ３つ目としまして、視認性の向上ということで、審査員の方が来島された

際に、各ターミナル内には「佐渡を世界遺産に」と書かれたのぼりが目立っ

ていて、佐渡ジオパークの文字はほとんど見られなかった。そういったとこ

ろで、下の方にありますが、佐渡汽船内や３つの港等、島内の主なランドマ

ーク、目印になる施設等においては、ポスターやのぼり旗の掲示等を通じて、

ジオパークをどんどんアピールしてほしいという内容です。 

・ ４つ目として、先ほどの３資産の絡みで、３資産の関わりを明確にした上

でのストーリーの再構築ということで、世界農業遺産とジオパークの関わ

り、世界文化遺産とジオパークの関わりを整理した上で、佐渡ジオパークと

してのストーリーを構築するのが望ましいというご指摘であります。 

・ ５つ目としましては、化石や鉱物などを含む地層の保護、保全方針の決定

ということで、こちらの方は佐渡島内全ての化石や鉱物などを含む地層をど

う保護、保全していくかについて、協議会としての方針を決定し、関係者に

通知するなど、保護、保全意識を向上させる必要があるというものです。 

・ 次に、今後２年間で解決すべき課題ということです。１つ目は観光導線の

構築ということで、実は当初認定時にも指摘をされていた部分であります。

佐渡ジオパークのサイトをどのように周遊すればよいのか、旅行者が判断で

きないというところで、適切な場所に総合案内看板等の情報発信媒体を設置

するとともに、先ほど言いましたサイトの再設定に合わせて、佐渡ジオパー

クを効率的に周遊するための導線を整備してほしいというものです。 

・ 裏面に２としまして、協議会全体の実質的な活動の活性化というところで、

協議会の会員及び部会を中心とした活動が余り見られないとのことです。先

ほどありましたように、事務局だけが動いている状況が見えると。協議会全

体が、それぞれの立場や専門性を存分に生かして、ジオパークを活用した地

域活動の活性化に積極的に取り組んでほしいということです。 

・ 次に、３としまして、専門的すぎる看板や冊子媒体類の改善ということで

す。現在設置されております看板やパンフレット等の内容が専門的すぎると

いうところで、今後、小学生を含む多様な世代にわかりやすく伝えていく工

夫が必要というものです。 

・ 最後に、４つ目としまして、佐渡博物館を含む拠点施設の再整備と系統的

な情報発信の実施ということで、現在、認定当初からジオパークの拠点施設

として位置づけられております佐渡博物館には、さまざまな展示はあります

が、ジオパークに関する展示というのは館内のごく一部に限られて、十分な

情報が入手できる状況にないというところです。今度できる相川の金銀山の

ガイダンス施設の建設を機に、佐渡博だけでなく、複数の施設を連携させて、

観光導線を意識した、系統的かつ効果的な情報発信を行う必要があるという

課題、解決すべき等が示されました。 
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・ これらにつきましては、今後どのように改善するかという部分について、

組織や予算等の裏づけとスケジュールを明記したアクションプランといっ

た形で、今年度中に日本ジオパーク委員会に報告をしなければならないとい

うことになっています。こちらの方は、事務局の方で素案をつくりながら、

今後協議会に諮りながら、提出期限までに報告をしたいと思っております。

・渡邉教育長 ・ 意見、質問等ありましたらお願いします。いかがですか。 

・ なかなかこれだけ読んでも見えづらいところもあると思います。ジオパー

ク自体をご覧になっている方は少ないと思いますので、そういう時間を設け

見学に行くというのも一つの方法ですね。 

・委員全員 ・ 質疑なし 

・渡邉教育長 ・ では、報告事案ですので、質疑なしと認めます。 

・ では、その他に入りますが、事務局の方から何かありますか。 

・伊藤学校教

育課長補佐 

・ なし 

・渡邉教育長 ・ 委員の皆様から何かありますか。よろしいですか。 

 ・ それでは、日程の第５に入ります。次回の定例会の開催日についてです。

・ 事務局に説明を求めます。 

・伊藤学校教

育課長補佐 

・ それでは、２月の定例会については、26 日月曜日の午後２時半ごろで、

いかがでしょうか。 

・ 【委員の都合を聞いて調整した。】 

・渡邉教育長 ・ では、確認しますが、次回は２月 26 日 15 時 30 分から定例教育委員会と

いうことで開催したいと思います。 

・伊藤学校教

育課長補佐 

・ あわせまして、２月９日金曜日ですが、午後、条例関係のことで審議をお

願いしたいので、臨時会を開きたいと思っています。 

 ・ 【第２回教育委員会臨時会を平成 30 年２月９日金曜日 14 時から開催予定

であること。総合教育会議が２月５日に予定されていることを確認した。】 

・渡邉教育長 ・ では、以上で平成 30 年第１回佐渡市教育委員会定例会を閉会します。 

 午後４時 12 分終了 

 

 

 

 


